
                  令和５年度シラバス（工業）     学番57 新潟県立塩沢商工高等学校 

教科（科目） 工業（課題研究） 単位数 ３単位 学科・学年・コース 地域創造工学科 ３学年 

使用教科書 教員が作成したプリント 

副 教 材 等 教員が作成したプリント 

１ 学習目標 

工業の各専門分野に関する基礎的な技術を実験、実習を通して総合的に習得させ、技術革新に主体的に対応できる

能力と態度を学習する。 

２ 指導の重点 

３ 学習計画 

月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法 

４ 
研究テーマとグル

ープ決め 
参考資料プリント 

・自分たちで研究テーマを模索することで、

課題発見力を身につける。 

・１年間を通してグループ活動の方法を学習

する。 

６ 

・レポートの

作成 

 

５ 
研究背景の調査と

実習内容検討 
参考資料プリント 

・図書館等を利用した調査を通して、研究テ

ーマの意義や役割を知り、調査分析力を深め

る。 

15 
・レポートの

提出 

６ 工場見学等 参考資料プリント 
・工業の意義や役割、産業界の現状・勤労観

などを直接体感する。 
12 

・レポートの

提出 

 

７ 

研究・実験・製作・

調査・学習 
参考資料プリント 

・計画・実行・評価・改善を繰返しテーマの

充実を図ることで、専門科目の知識・技能を

深め、創意工夫や共同作業の仕方を身につけ

る。 

・研究テーマの実現を通して、問題解決力を

身につける。 

54 

・レポート 

・作品等の提

出 

８ 

９ 

10 

11 

12 

１ 研究のまとめ 参考資料プリント ・成果のまとめを通して、研究の総括を行う。 ６ レポート 

２ 

３ 

研究発表と 

発表準備、 

報告書作成 

参考資料プリント 

・パワーポイントや資料製作など、発表を通

して表現力を養う。 

・報告書をまとめ、研究の意義や役割を再認

識する。 

12 

 

・レポート 

・プレゼンテ

ーションの

内容 

・報告書の提

出 

計105時間（50分授業） 

４ 課題・提出物等 

 

 

 

 

 

・機械分野をとりまく周辺技術についても体験させ、融合化による有用性と重要性を学習する。 

・比較的高度な知識と経験が要求される実験、実習を通して、安全に対する意識を学習する。 

・報告資料を期日までに作成、提出させることで、社会における倫理観を学ぶ。 

・グループ毎に報告書を作成し、期限までに提出する。 

・研究、製作等の成果品を提出及び発表を行う。 



５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います。 

（関心・意欲・態度） （思考・判断・表現）（技能） （知識・理解） 

関心・意欲・態度 思考・判断 表現 技能 知識・理解 

実習に関心を持ち、そ

の向上をめざして積極

的、意欲的な態度を身

につけようとしてい

る。 

実習に関する諸問題

についてグループワ

ーク等を用いて適切

な方法を判断するこ

とができる。 

パワーポイント等

のプレゼンテーシ

ョンソフトを利用

し、研究内容を適

切に活用、表現す

ることができる。 

研究結果から、結果に

ついて考察をすること

ができ、次回以降の実

験や調査等に適切に結

果を反映・活用するこ

とができる。 

工業の各分野に関する

基礎的な知識と技術、

技能を身につけてい

る。また研究内容や結

果について理解するこ

とができる。 

 以上の観点を踏まえ、 

・実験、実習を通して興味・関心・態度・意欲および思考力・判断力・表現力等を重視し、学習の効果を総合的に判断

して学期毎に評価します。 

６ 担当者からの一言 

職業人としての準備を意識して授業準備や積極的な授業態度を心がけてください。 

 


